
校 1,548 1,678 △130

差引一般財源 21,209 21,209 0

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
9. 教育費 3. 中学校保健管理事業

3. 中学校費

1. 学校管理費 指導課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 22,887 △130 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

1,548 22,757 1,548 21,209

　成長期にある子どもたちの学習に支障をきたすような 　生徒の健康保持増進を図り、学校教育の円滑な実施と 　生徒の健康な学校生活と、学校保健活動の円滑な推進

疾病や異常の有無を把握するために定期的な健康診断が必要とされる。 その成果の確保に資するため、健康診断、伝染病の予防その他学校にお が図られ、学校教育の円滑な実施とその成果の確保に資することができ

健康診断実施により、一早く子どもの健康把握ができ、子どもの成長に ける必要な保健管理を行う。 る。

役立てる。学校管理下における災害共済加入を行う。

　学校医の報酬、子どもたちの定期診断実施が維 　生徒の健康管理は、生徒の健康な学校生活がで

持していけるか。健康診断用の健診器の老朽化のため買い替えをしてい きるよう実施することが重要と考える。

くが、11校の対応は非常に難しい。　

分担金及び負担金

01 9,338 9,338 0

08 475 475 0

11 1,260 1,260 0

12 667 661 6

13 6,377 6,465 △88

18 400 400 0

19 4,240 4,288 △48

12 01 02 01 02 00 日本スポーツ振興センター保護者負担金（中学


